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最先端の遺伝子技術で患者様の不妊治療を支えています。

体外受精を始める前に。不妊治療で悩んだときに。

子宮内膜着床能検査

受精卵が着床し、育っていく場所である子宮内膜には、受精卵を受け入れる準備が出来ているとき
と、そうでないときがあります。このタイミングは「着床の窓」とよばれ、わずか 12 時間早い・
遅いだけで、胚移植が成功しないこともあります。ERA 検査では、女性お一人おひとりの「着床の
窓」を特定します。

子宮内膜
マイクロバイオーム検査

子宮内の細菌叢、「子宮内ローラ」を妊娠に適した状態に整えるための検査です。妊娠を助ける善
玉乳酸菌、善玉乳酸菌の働きを阻害する悪玉菌、慢性子宮内膜炎の原因となる菌が子宮内にどのく
らい存在しているかを調べ、治療の必要性を確認します。

感染性慢性
子宮内膜炎検査

体外受精によって得られた胚の染色体の数を調べます。染色体数に過不足の無い胚を移植すること
で、妊娠率を向上し、流産を予防することができます。

胎児由来の組織から全 24 種類の染色体の異数性を調べる検査です。流産の原因を特定し、今後の
治療の方針を決めるのに役立ちます。
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